
12月
定

例
会

一
般

質
問

編
集

後
記

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

3
…

…
…

…
…

…
…

…
…

5
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
12

1
1
6
号

2025.2.25

くま
む
ら
議
会
だ
よ
り

くま
む
ら
議
会
だ
よ
り
116

号
発

行
　

熊
本

県
球

磨
郡

球
磨

村
議

会
編

集
　

議
会

広
報

対
策

特
別

委
員

会
〒

869-6401 熊
本

県
球

磨
郡

球
磨

村
大

字
渡

丙
1730番

地
TEL（

0966）
32－

1111　
FAX（

0966）
32－

1230
印

刷
／

㈱
協

和
印

刷 　
本
年
も
球
磨
村
議
会
だ
よ
り
「
急

流
」
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

　
昨
年
の
春
か
ら
秋
に
か
け
て
の
温

か
さ
、
暑
さ
か
ら
一
転
、
年
末
か
ら

新
年
を
迎
え
、
ま
だ
ま
だ
寒
い
日
が

続
い
て
い
ま
す
。
日
中
は
ポ
カ
ポ
カ

日
和
で
温
か
い
日
も
あ
り
ま
す
が
、

朝
晩
の
冷
え
込
み
は
、
厳
し
い
冬
の

到
来
を
感
じ
ま
す
。
議
会
だ
よ
り
「
急

流
」
が
、
お
手
元
に
届
く
こ
ろ
に
は
、

寒
さ
も
幾
分
ゆ
る
ん
で
い
る
と
思
い

ま
す
が
、
体
調
管
理
に
気
を
つ
け
て

お
過
ご
し
下
さ
い
。

　
さ
て
、
私
た
ち
が
住
ん
で
い
る
球

磨
村
は
、
豪
雨
災
害
か
ら
５
年
目
を

迎
え
ま
す
。
災
害
公
営
住
宅
を
始
め
、

住
環
境
の
整
備
、
生
活
道
路
、
橋
梁

等
の
復
旧
、
生
活
に
関
連
す
る
イ
ン

フ
ラ
整
備
な
ど
確
実
に
前
に
進
ん
で

い
ま
す
。
　
　
　

　
あ
の
災
害
の
発
生
を
教
訓
に
、
さ

ら
な
る
「
災
害
に
強
い
村
づ
く
り
」

を
急
が
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
災

害
の
発
生
を
予
知
す
る
こ
と
は
非
常
に

難
し
い
こ
と
で
す
。
常
日
頃
か
ら
住
民

一
人
ひ
と
り
が
防
災
意
識
を
高
め
、「
そ

な
え
」
に
つ
い
て
心
が
け
る
こ
と
が
大

変
重
要
な
こ
と
に
な
り
ま
す
。
　

西
林
　
尚
賜

議
会
広
報
特
別
委
員
会

委
員
長
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　永
椎  

樹
一
郎

■球磨村世帯数：1,184世帯　■人口：2,639人　男：1,271人　女：1,368人（令和7年2月１日現在）

編
集
後
記

球磨清流学園
８年生

球磨清流学園
８年生

上蔀　魁晟さん
　９年生に向けて、より最上級生としての意識
を高めていきます。そのために、提出物など当
たり前のことをきちんと取り組み、みんながト
イレのスリッパを並べたり、大きな声であいさ
つをしたり球磨清流学園の手本になるように取
り組んでいく。

坂田　苺椛さん
　９年生に向けて、学級のみんなが
より自分から行動し、下級生をまと
めることができるように、たくさん
交流して、仲を深めていきたい。

球磨清流学園８年生は２８人です。来年から９年生。先輩方の伝統を受け継ぎ、よりよい
球磨清流学園にしていけるように考えを出し合っています。また、行事にいつも燃え、
一生懸命に取り組む学年です。これからも２８人で一致団結して、学校を引っ張って
いってくれると思います。 8年生担任　木本　龍真 先生

か
さ
上
げ
工
事
が
進
む
友
尻
地
区
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新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
村
民
の
皆
様
に
は
、

日
頃
か
ら
議
会
に
対
し
ま
し
て
ご

理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
、
深
く
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
は
、
元
旦
に
能
登
半
島
地

震
が
発
生
し
、
更
に
９
月
に
は
奥

能
登
豪
雨
に
よ
る
河
川
の
氾
濫
や

土
砂
崩
れ
等
に
よ
り
、
多
く
の
住

宅
が
被
災
し
、
道
路
も
寸
断
さ
れ

る
な
ど
大
き
な
自
然
災
害
が
発
生

し
ま
し
た
。
度
重
な
る
災
害
に
よ

り
多
く
の
尊
い
命
が
奪
わ
れ
、
被

災
さ
れ
た
方
々
は
今
な
お
不
自
由

な
生
活
を
送
ら
れ
て
お
り
、
謹
ん

で
お
見
舞
い
を
申
し
上
げ
ま
す
と

と
も
に
、
一
日
も
早
い
復
旧
復
興

を
願
う
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

球
磨
村
に
お
い
て
も
、
令
和
２

年
７
月
豪
雨
で
は
甚
大
な
被
害
を

受
け
、
現
在
も
復
旧
復
興
に
全
力

で
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す

が
、
今
後
も
、
村
民
の
皆
様
と
と

も
に
防
災
意
識
を
高
め
、
日
頃
か

ら
災
害
に
備
え
る
心
構
え
を
持
っ

て
「
災
害
に
強
い
村
づ
く
り
」
を

進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

さ
て
、
昨
年
は
塚
ノ
丸
団
地
第

１
期
27
区
画
が
完
成
し
、
渡
地

区
遊
水
地
事
業
も
着
工
さ
れ
る
な

ど
、
国
や
県
の
協
力
の
も
と
被
災

者
の
生
活
再
建
や
村
の
復
興
が
ま

た
一
歩
、
前
に
進
み
ま
し
た
。
今

年
は
神
瀬
地
区
小
規
模
改
良
住
宅

の
完
成
や
、
渡
・
神
瀬
地
区
の
防

災
拠
点
施
設
整
備
事
業
へ
の
着
手

な
ど
、
復
興
が
さ
ら
に
加
速
す
る

年
に
な
る
も
の
と
思
い
ま
す
。

一
方
で
、
村
で
は
「
球
磨
村
デ

ジ
タ
ル
田
園
都
市
構
想
総
合
戦

略
」
を
策
定
し
、
デ
ジ
タ
ル
の
力

を
使
っ
て
地
方
創
生
を
図
る
べ

く
、
Ｄ
Ｘ
の
推
進
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

議
会
に
お
い
て
は
、
昨
年
度
、

全
議
員
に
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
配

布
し
、
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
会
議
シ
ス

テ
ム
に
よ
る
議
会
運
営
を
開
始
し

ま
し
た
。
今
後
も
、
議
員
一
人
ひ

と
り
が
研
鑚
に
努
め
、
資
質
の

向
上
を
図
り
な
が
ら
、
村
民
の

皆
様
が
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と

の
で
き
る
村
づ
く
り
を
目
指
し

て
、
全
力
を
尽
く
し
て
ま
い
り

ま
す
の
で
、
な
お
一
層
の
ご
支

援
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

皆
様
に
と
り
ま
し
て
、
本
年
が

幸
多
き
年
に
な
り
ま
す
よ
う
心
か

ら
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
し
て
、
年

頭
に
あ
た
っ
て
の
ご
挨
拶
と
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

球
磨
村
議
会
議
長
　
舟
戸
　
治
生

令
和
７
年
の
新
年
を
迎
え
て
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○
開
会　
令
和
６
年
12
月
９
日

○
閉
会　
令
和
６
年
12
月
13
日

○
会
期　
５
日

　
審
議
の
主
な
も
の
は
次
の
通
り

（
審
議
の
結
果
は
３
頁
に
掲
載
）

〇
財
産
の
取
得
に
つ
い
て
（
追
認
）

　
議
会
の
議
決
を
失
念
し
て
い
た
財
産
の

取
得
に
つ
い
て
、６
事
業
の
追
認
が
あ
り
、

原
案
の
と
お
り
可
決
。

①
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
２
台（
取
得
価
格
１
，

２
１
３
万
６
，
９
０
０
円
）

②
消
防
ポ
ン
プ
積
載
車
３
台
（
取
得
価

格
１
，
０
６
７
万
８
，
５
０
０
円
）

③
役
場
庁
舎
事
務
用
机
、
椅
子
等
一
式

（
取
得
価
格
９
７
１
万
８
，８
８
７
円
）

④
村
内
小
学
校
児
童
用
机
及
び
椅
子

２
８
０
脚（
取
得
価
格
７
０
０
万
円
）

⑤
村
内
小
中
学
校
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末

３
０
０
台
（
取
得
価
格
１
，
３
４
９

　
万
７
千
円
）

⑥
ス
ク
ー
ル
バ
ス
２
台
（
取
得
価
格

　
１
，
６
４
０
万
円
）

〇
一
勝
地
交
流
セ
ン
タ
ー
「
か
わ
せ
み
」

の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
の
全

部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　
令
和
５
年
度
か
ら
一
勝
地
温
泉
か
わ
せ

み
の
指
定
管
理
者
で
あ
っ
た
株
式
会
社
ト

ラ
ッ
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン
が
令
和
６
年
12
月
末

を
も
っ
て
撤
退
す
る
こ
と
か
ら
、
令
和
７

年
１
月
１
日
以
降
村
直
営
で
の
管
理
運
営

を
行
う
た
め
に
、
条
例
の
全
部
を
改
正
。

①
令
和
５
年
度
球
磨
村
一
般
会
計
補
正
予

算
に
つ
い
て

　
第
６
回
補
正
予
算
は
７
，
０
６
０
万
６
千

円
を
追
加
し
、
総
額
６
２
億
４
，

０
８
３
万
４
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

　
歳
出
の
主
な
も
の
に
つ
い
て
は
次
の
通

り
で
す
、

〇
老
人
福
祉
費
で
は
、
地
域
で
の
介
護
予

防
の
取
組
み
を
支
援
す
る
県
補
助
金
を

活
用
し
て
向
淋
地
区
公
民
館
改
修
補
助

金
８
３
６
万
円
を
計
上
。

〇
山
村
振
興
対
策
費
で
は
、
一
勝
地
温
泉

か
わ
せ
み
に
つ
い
て
、
令
和
７
年
１
月

か
ら
直
営
で
の
営
業
を
す
る
こ
と
か
ら

関
連
経
費
１
，
０
３
１
万
８
千
円
を
計

上
。
ま
た
、
歳
入
で
は
使
用
料
に
温
泉

使
用
料
等
２
５
３
万
円
を
計
上
。

〇
道
路
維
持
費
で
は
、
国
庫
補
助
金
を
活

用
し
、
架
設
後
70
年
を
経
過
し
た
橋
詰

橋
の
近
接
目
視
点
検
業
務
委
託
料
と
し

て
１
，
２
５
０
万
円
を
計
上
。　

〇
消
防
施
設
費
で
は
、
人
吉
下
球
磨
消
防

組
合
の
消
防
指
令
シ
ス
テ
ム
が
上
球
磨

消
防
組
合
と
共
同
運
用
さ
れ
る
こ
と
に

伴
い
、
中
央
署
の
村
防
災
遠
隔
制
御
装
置

の
撤
去
費
用
５
７
６
万
８
千
円
を
計
上
。

〇
球
磨
村
議
会
議
員
の
請
負
状
況
の
公
表

に
関
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　
地
方
自
治
法
の
一
部
改
正
に
よ
り
、
各

会
計
年
度
に
お
い
て
議
員
個
人
の
契
約
金

額
の
総
額
が
３
０
０
万
円
以
下
で
あ
れ
ば

請
負
が
で
き
る
よ
う
規
制
が
緩
和
さ
れ
た

こ
と
か
ら
、
議
会
で
は
議
員
の
請
負
の
状

況
の
透
明
性
を
確
保
し
、
議
会
運
営
の
公

正
及
び
事
務
の
執
行
の
適
正
を
図
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
本
条
例
を
制
定
。

12 月
定例会財

産

条
例

予
算

発
議

　

12
月
定
例
会
は
、
12
月
９
日
か
ら
13
日
ま
で
の
５
日
間
で
開
催
さ
れ
、
議
案
14
件
、
発
議
１
件
が

上
程
さ
れ
、
原
案
の
と
お
り
承
認
・
可
決
し
ま
し
た
。

　

一
般
質
問
で
は
7
人
が
登
壇
し
、
各
種
施
策
・
行
政
課
題
に
つ
い
て
執
行
部
の
考
え
を
質
問
し
ま

し
た
。

　
一
般
会
計
補
正
予
算
に
お
い
て
、
一

勝
地
温
泉
か
わ
せ
み
の
令
和
７
年
１
月

か
ら
の
村
直
営
に
係
る
関
連
経
費
に
つ

い
て
、
付
帯
決
議
案
を
提
出
し
、
全
会

一
致
で
可
決
。

　
執
行
部
に
対
し
て
、
次
の
５
点
に
つ
い

て
３
月
定
例
会
で
報
告
し
、
３
月
末
ま
で

に
結
論
を
出
す
よ
う
に
求
め
ま
し
た
。

①
執
行
部
及
び
長
と
し
て
の
任
命
責
任
・

監
督
責
任
を
明
確
に
示
す
こ
と
。

②
令
和
５
年
度
も
含
め
、
株
式
会
社
ト

ラ
ッ
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン
に
支
払
っ
た
指

定
管
理
料
を
精
査
す
る
こ
と
。

③
未
支
払
い
分
の
指
定
管
理
料
に
つ
い

て
、
適
正
な
金
額
の
精
査
と
、
今
回

補
正
予
算
に
計
上
さ
れ
た
村
直
営
分

の
金
額
と
合
わ
せ
て
令
和
6
年
度
指

定
管
理
料
の
３
，
０
０
０
万
円
以
内

と
し
て
執
行
す
る
こ
と
。

④
精
査
が
終
了
す
る
ま
で
、
指
定
管
理

料
は
支
払
わ
な
い
こ
と
。

⑤
利
用
者
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
施
設
の

利
活
用
を
検
討
す
る
こ
と
。

一
般
会
計
補
正
予
算
に
付
帯
決
議
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12月定例会　審議した議案等とその結果
議案番号 件　　　　　名 結　果 賛成 反対

議 案 第 51 号 熊本県市町村総合事務組合の共同処理する事務の変更及び規約
の一部変更について 原案承認 8 0

議 案 第 52 号 工事請負変更契約の締結について 原案可決 8 0

議 案 第 53 号 球磨村管内宅地かさ上げ事業の施行に関する国との協定の一部
を変更する協定の締結について 原案可決 8 0

議 案 第 54 号 財産の取得について（追認） 原案可決 8 0

議 案 第 55 号 財産の取得について（追認） 原案可決 8 0

議 案 第 56 号 財産の取得について（追認） 原案可決 8 0

議 案 第 57 号 財産の取得について（追認） 原案可決 8 0

議 案 第 58 号 財産の取得について（追認） 原案可決 8 0

議 案 第 59 号 財産の取得について（追認） 原案可決 8 0

議 案 第 60 号 一勝地交流センター「かわせみ」の設置及び管理に関する条例
の全部を改正する条例の制定について 原案可決 8 0

議 案 第 61 号
球磨村指定介護予防支援等の事業の人員及び運営並びに指定介
護予防支援等に係る介護予防のための効果的な支援の方法に関
する基準等を定める条例の一部を改正する条例の制定について

原案可決 8 0

議 案 第 62 号 球磨村家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める
条例の一部を改正する条例の制定について 原案可決 8 0

議 案 第 63 号 令和６年度球磨村一般会計補正予算について 原案可決 8 0

議 案 第 64 号 令和６年度球磨村国民健康保険特別会計補正予算について 原案可決 8 0

発 議 第 １ 号 球磨村議会議員の請負状況の公表に関する条例の制定について 原案可決 8 0

決 議 第 1 号 議案第63号令和６年度球磨村一般会計補正予算に対する附帯決議 原案可決 8 0

（採決の人数は、議長を除く８名）

どなたでも傍聴できます。是非、おいでください。
12 月定例議会の傍聴人数は延べ 28 人でした。
※会議録は「球磨村ホームページ」→「行政情報」→「球磨村議会」
　→「会議録（一覧ページ）」
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村
の
考
え
を
問
う

12 月定例会の一般質問には７人の議員が登壇し、村への提言や質問を行い
ました。
※紙面の都合により、質問と答弁を要約した内容を登壇順にお知らせします。

一
般
質
問

一般質問とは
村のさまざまな課題等について、議員が提言も含めて、村の現状や方針を問うものです。会議録は議会
ホームページのほか、議会事務局でもご覧いただけます。

７
人
の
議
員
が
登
壇

永椎樹一郎 議員
（６ページ）

１　村政運営
①球磨村診療所の診療体制及び運営課題について
②一勝地温泉かわせみの運営及び経営体制について

田代　利一 議員
（６ページ）

1　村政座談会について
①村長の所感について　②主な質問・課題について
③今後の対応について　④質問・課題に対する村民への対応
２　今後の産業振興対策について
①農業振興対策について　②林業振興対策について
③新たな産業振興対策補助制度の創設について

西林　尚賜 議員
（７ページ）

１　地域防災力の強化
①消防団と特定機能別消防団　②自主防災組織の活動
③避難路の整備計画　④防災拠点施設の整備計画(渡・神瀬）
⑤危機管理体制の強化
⑥人吉下球磨消防組合本部移転計画
⑦県道、村道、林道等道路整備計画

板﨑　壽一 議員
（７ページ）

１　優先順位の事業は
①災拠点等の多くの計画があるが、優先順位は
２　９月定例会の一般質問について
①「かわせみ」別館の件外、検討中のその後は

嶽本　孝司 議員
（８ページ）

１　令和２年７月災害からの復旧・復興
①県道の嵩上げについて　村の方向性
②宅地嵩上げについての村の対応
③ＪＲ肥薩線との協議について

宮本　宣彦 議員
（８ページ）

1　村政座談会について
①11月1日から開催された村政座談会の状況、
②村として今後どのような政策を考えているのか
２　ＩＣＴの進歩によるＤＸの推進について
①行政として、どのような推進を図ろうとしているのか

髙澤　康成 議員
（９ページ）

1　農業振興について
①「人・農地プラン」を平成26年に策定し5年が経過、地

域計画を作成することとなっているが、その進捗状況は
２　部活動の地域移行
①地域移行に伴いスマイルスポーツクラブが母体となり

スタートしているが、今後の方向性について
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住
民
の
皆
さ
ん
に
は
期
待
感
を
持
っ
て

聞
い
て
い
た
だ
け
た
も
の
と
考
え
て
い
る

去
年
の
一
般
質
問

で
座
談
会
の
会
場

を
地
区
ご
と
に
、
と
い
う
話

を
し
た
が
今
年
も
そ
の
ま

ま
。
今
年
は
会
場
を
小
さ

く
す
る
と
い
う
話
は
あ
っ

て
も
よ
か
っ
た
と
思
う
が
。

自
治
会
ご
と
に
小

さ
い
範
囲
で
開
催

し
て
い
る
自
治
体
も
あ
る

よ
う
な
の
で
、
来
年
に
向

け
て
し
っ
か
り
検
討
し
て

い
き
た
い
。

座
談
会
で
は
村
民

の
皆
さ
ん
が
ど
の

よ
う
な
悩
み
を
抱
え
、
困
っ

て
い
る
の
か
。
課
題
も
あ
っ

た
と
思
う
が
、
全
体
を
通

し
て
村
長
の
所
感
は
。

住
民
の
皆
さ
ん
に

は
期
待
感
を
持
っ

て
聞
い
て
い
た
だ
け
た
も

の
と
考
え
て
い
る
。

総
務
課
関
係
で
は
、

防
災
拠
点
や
遊
水

地
に
お
け
る
公
園
整
備
、

宅
地
か
さ
上
げ
事
業
、
Ｊ

Ｒ
肥
薩
線
の
復
旧
に
関
し

て
の
意
見
が
あ
っ
た
。
他

に
も
身
近
な
問
題
と
し
て
、

生
活
道
路
の
維
持
管
理
、
郵

便
局
な
ど
生
活
利
便
施
設

の
復
旧
、
球
磨
清
流
学
園

の
行
事
等
に
つ
い
て
の
意

見
、
質
問
が
あ
っ
た
。

有
害
駆
除
に
対
す

る
補
助
金
を
上
げ

て
ほ
し
い
と
い
う
意
見
が

あ
り
、
近
隣
市
町
村
等
の
金

額
を
考
慮
し
な
が
ら
、
方

向
性
を
決
め
い
き
た
い
と
考

え
て
い
る
。
農
家
が
電
気
柵

等
を
張
っ
て
も
自
分
達
で
は

守
れ
な
い
と
い
う
意
見
も
あ

り
、
最
終
的
に
は
地
域
ぐ
る

み
で
守
り
ま
し
ょ
う
と
い
う

報
告
を
し
た
。

産
業
振
興
対
策
補

助
金
に
つ
い
て
は
、

補
助
率
を
引
き
上
げ
、
農

林
業
の
振
興
を
強
固
に
進

め
て
い
く
と
い
う
形
に
し

て
も
ら
っ
た
。
来
年
度
は

地
域
お
こ
し
協
力
隊
を
入

れ
る
の
か
。

野
菜
や
果
樹
の
規

格
外
で
産
廃
に
出

し
て
い
た
も
の
を
加
工
し

て
付
加
価
値
を
高
め
、
特
産

加
工
品
と
し
て
販
売
、
ひ

い
て
は
ふ
る
さ
と
納
税
の

返
礼
品
に
も
活
用
し
た
い

と
考
え
て
お
り
、
そ
う
い
っ

た
形
で
地
域
お
こ
し
協
力

隊
を
募
集
で
き
れ
ば
と
考

え
て
い
る
。

田代　利一 議員

村
政
座
談
会
が
開
催
さ
れ
た
が
、

全
体
を
通
し
て
村
長
の
所
感
は

問 村
長

問

収
支
を
精
査
し
た
上
で
、
撤
退
す
る
12
月

ま
で
は
、
支
払
う
べ
き
と
考
え
る

「
か
わ
せ
み
」
指
定

管
理
者
が
12
月
で

撤
退
す
る
経
緯
は
。

立
ち
上
げ
当
初
の

ス
タ
ッ
フ
の
体
制

が
な
か
な
か
取
れ
な
い
と

い
う
こ
と
で
、12
月
を
も
っ

て
撤
退
し
た
い
と
の
相
談

が
あ
っ
た
。

今
年
度
の
指
定
管

理
委
託
料
、
３
千
万

円
の
支
払
い
は
終
わ
っ
て

い
る
の
か
。

３
千
万
円
の
う
ち
、

２
千
万
円
は
支
払

い
し
て
い
る
。

指
定
管
理
委
託
料

は
、
１
年
間
の
運

営
を
す
る
う
え
で
必
要
と

思
う
が
、
途
中
撤
退
の
場

合
、
残
金
に
つ
い
て
支
払

う
必
要
が
あ
る
の
か
。

こ
れ
ま
で
収
支
を

精
査
の
上
で
、
支

払
う
べ
き
で
あ
る
と
思

う
。
振
り
分
け
る
と
月
額

２
５
０
万
円
と
い
う
金
額

に
な
る
。指

定
管
理
者
と
の

意
見
の
違
い
、
指

導
、
助
言
に
従
わ
な
い
事
案

が
判
明
し
た
場
合
、
早
い

段
階
で
指
定
取
り
消
し
の

処
理
、
違
う
選
択
肢
が
あ
っ

た
の
で
は
な
い
か
。

そ
う
い
う
こ
と
は

頭
に
な
か
っ
た
。
要

望
、
指
導
は
繰
り
返
し
行

い
、
改
善
に
向
け
期
待
感

を
持
ち
対
応
し
て
き
た
。

指
定
管
理
者
の
選

定
、
大
き
な
期
待
を

し
て
い
た
。
村
と
し
て
選

定
さ
れ
た
責
任
者
と
し
て

道
義
的
責
任
を
ど
う
考
え

て
い
る
か
。

私
も
期
待
し
て
指

定
し
、
２
年
目
に
対

し
て
も
大
き
な
期
待
を
し

て
い
た
が
、
結
果
、
や
っ
ぱ

り
こ
う
い
う
状
況
に
な
っ

た
こ
と
は
、
指
定
し
た
私
が

一
番
の
責
任
者
で
あ
り
、
そ

こ
は
責
任
を
感
じ
て
い
る
。

村
民
の
方
が
事
情

は
よ
く
わ
か
っ
て

お
ら
れ
る
。
今
後
ど
う
い

う
方
向
性
で
行
く
の
か
含

め
、
説
明
責
任
を
果
た
し

て
い
く
こ
と
が
大
事
。

村
民
の
方
が
心
配
、

不
安
を
持
た
れ
な

い
よ
う
な
そ
う
い
う
対
応

を
し
て
い
く
。

永椎 樹一郎 議員

「
か
わ
せ
み
」
の

　
　
管
理
委
託
料
の
支
払
い
は

問村
長問村

長問

村
長問村

長問

村
長問村

長

問

村長

村長

総
務

課
長

産
業

振
興

課
長

産
業

振
興

課
長

村
長
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運
営
の
継
続
が
困
難
と
の
申
し
出
が
あ
り
、

12
月
末
で
の
指
定
を
取
り
消
し
た

令
和
５
年
度
は
３
，

８
５
０
万
円
の
指

定
管
理
委
託
料
を
支
払
い
、

黒
字
に
な
っ
た
と
報
告
さ

れ
た
。
な
ぜ
、
令
和
６
年

度
に
な
っ
て
、
運
営
の
継

続
が
困
難
、
難
し
い
と
な
っ

た
の
か
。令

和
５
年
度
は
、
経

営
的
に
問
題
は
な

か
っ
た
と
思
っ
た
。
そ
れ

で
決
算
を
認
め
、
令
和
６

年
度
へ
の
指
定
管
理
へ
と

至
っ
た
。報

告
さ
れ
た
令
和

５
年
度
の
運
営
状

況
を
、
決
算
書
も
出
て
い

な
い
の
に
収
支
報
告
書
だ

け
で
正
し
い
と
思
っ
た
の

か
。
ま
た
執
行
部
が
令
和

６
年
度
の
試
算
表
の
説
明

を
し
た
の
は
ど
う
し
て
か
。

先
の
意
見
交
換
会

の
折
、
代
表
者
が

欠
席
だ
っ
た
の
で
、
担
当

課
で
定
期
的
に
収
支
報
告

書
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
い
る

と
思
い
、
説
明
を
さ
せ
た

経
緯
が
あ
る
。

令
和
５
年
度
の
３
，

８
５
０
万
円
と
今

年
度
の
３
，
０
０
０
万
円
の

内
、
２
，
０
０
０
万
円
を

支
払
い
し
て
い
る
が
、
現

在
、
書
類
等
の
提
出
は
な

く
、
税
理
士
に
精
査
依
頼
を

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

指
定
管
理
者
か
ら
、

「
経
営
が
う
ま
く
い

か
な
い
か
ら
辞
め
ま
す
」

と
言
わ
れ
指
定
を
取
り
消

し
た
と
な
っ
た
が
、
村
長

が
決
定
し
て
い
い
も
の
か
、

村
民
に
ど
う
説
明
す
る
の

か
、
責
任
の
所
在
は
。

指
定
管
理
委
託
料

は
税
金
で
あ
る
。
無

駄
に
使
う
こ
と
は
出
来
な

い
と
考
え
て
い
る
。
そ
こ

で
、
12
月
で
契
約
を
解
除

し
、
し
っ
か
り
精
査
し
た
う

え
で
村
民
の
皆
様
に
報
告

を
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

板﨑　壽一 議員

指
定
管
理（
か
わ
せ
み
）の

　
　
　
　
　
　
　
運
営
状
況
は

問村
長問

村
長問

村
長

人
吉
市
下
林
町
か
ら
鬼
木
町
へ
の
移
転
は
、

正
式
に
決
定
し
た
と
考
え
て
い
る

人
吉
下
球
磨
消
防

組
合
の
移
転
計
画

は
、
消
防
議
会
報
告
、
報

道
等
で
計
画
さ
れ
る
内
容

で
正
式
に
決
定
し
て
い
る

の
か
。

移
転
に
つ
い
て
は
、

場
所
の
選
定
、
方
向

性
な
ど
を
導
き
だ
す
ま
で

に
時
間
を
要
し
た
が
、
人

吉
市
下
林
町
か
ら
鬼
木
町

（
梢
山
）
へ
の
移
転
は
、
正

式
に
決
定
し
た
と
考
え
て

い
る
。

移
転
に
伴
い
、
村

へ
の
影
響
が
考
え

ら
れ
る
。
現
状
、
渡
地
域

を
中
心
に
中
央
署
か
ら
の

出
動
が
多
く
、
初
動
体
制

が
懸
念
さ
れ
る
が
。

現
在
の
中
央
署
か

ら
渡
方
面
へ
の
出

動
が
あ
る
中
、
多
少
の
影

響
は
あ
る
と
考
え
る
。
村

と
し
て
は
、
災
害
後
に
西

分
署
の
早
期
再
建
を
実
現

し
、
一
つ
の
自
治
体
と
し
て

消
防
組
合
全
体
を
考
え
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
、

現
消
防
庁
舎
の
利
活
用
な

ど
、
協
議
が
進
む
中
で
球

磨
村
に
不
利
益
が
な
い
よ

う
意
見
を
述
べ
て
い
く
。

災
害
発
生
な
ど
を

含
め
、
日
常
の
関
係

機
関
と
の
連
携
は
必
要
不

可
欠
で
あ
る
。
村
の
施
策
で

渡
地
域
へ
多
く
の
方
が
住

ま
わ
れ
て
い
る
。「
渡
駐
在

所
」
の
今
後
の
方
向
性
は
。

災
害
発
生
以
降
、

渡
駐
在
所
は
、
一

勝
地
駐
在
所
で
勤
務
を
さ

れ
て
い
る
。
渡
地
区
の
方
々

に
は
、
不
安
に
思
わ
れ
る
方

も
お
ら
れ
る
が
、
熊
本
県

警
と
し
て
は
、
現
在
、
検

討
中
と
い
う
こ
と
で
、
詳

し
い
内
容
を
伝
え
ら
れ
て

い
な
い
。

ま
だ
そ
の
方
向
性

が
定
ま
っ
て
い
な

い
と
の
こ
と
だ
が
、
渡
と

一
勝
地
に
は
駐
在
所
を
残

す
方
向
で
村
と
し
て
要
望

を
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
渡
地
域
は
、
災
害
で
多
く

の
方
々
が
離
村
さ
れ
た
が
、

村
の
施
策
に
よ
っ
て
多
く

の
方
々
が
村
内
か
ら
移
り

住
ま
わ
れ
て
い
る
。
今
後
、

協
議
が
進
む
中
、
対
応
方

よ
ろ
し
く
お
願
い
す
る
。

状
況
が
分
れ
ば
示

し
て
い
き
た
い
。 西林　尚賜 議員

「
人
吉
下
球
磨
消
防
組
合
」
の
本
署

移
転
計
画
は
正
式
に
決
定
し
た
の
か

問村
長問村

長

村
長 問

村
長 問

復
興

推
進

課
長

村長

村長
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住
民
の
方
が
村
政

に
対
し
て
要
望
を

述
べ
る
機
会
が
少
な
い
。
直

接
、
村
長
に
話
を
し
、
返

事
を
聞
い
て
安
心
で
き
る

よ
う
な
環
境
を
つ
く
る
こ

と
が
大
事
だ
。
村
政
座
談

会
の
来
年
度
、
そ
の
後
の

実
施
は
。次

年
度
に
向
け
て

は
、
場
所
や
回
数

を
検
討
。
そ
の
後
、
で
き

る
だ
け
毎
年
実
施
し
た
い
。

村
政
座
談
会
で
の
貴
重
な

意
見
は
、
内
容
に
応
じ
て
対

応
を
検
討
す
る
ほ
か
、
今

後
の
村
政
運
営
に
参
考
に

し
て
い
く
。

宮
園
地
区
の
か
さ

上
げ
事
業
が
実
施

さ
れ
る
に
あ
た
り
、
通
行
止

め
が
で
き
な
い
こ
と
や
地

盤
改
良
が
実
施
さ
れ
、
多

く
の
家
屋
が
解
体
さ
れ
る
。

村
と
し
て
、
影
響
の
な
い

村
有
地
を
率
先
し
て
提
供

す
る
こ
と
は
可
能
か
。

可
能
か
ど
う
か
は

今
答
え
ら
れ
な
い

が
、
対
象
者
が
ど
う
考
え

で
い
る
の
か
把
握
し
た
上

で
、
国
、
県
と
協
議
を
し

な
が
ら
進
め
る
。

５
年
後
10
年
後
の

村
の
状
況
に
つ
い

て
、
村
長
は
ど
の
よ
う
に

捉
え
て
い
る
か
。

５
年
後
に
は
お
そ
ら

く
遊
水
池
や
引
堤
な

ど
の
治
水
事
業
が
終
了
し
、

こ
れ
ま
で
以
上
に
す
ば
ら
し

い
球
磨
村
に
な
っ
て
い
く
。

ま
た
、
Ｊ
Ｒ
肥
薩
線
が
復
旧

の
方
向
で
進
ん
で
お
り
、
10

年
後
に
は
、
今
か
ら
始
ま
ろ

う
と
し
て
い
る
新
し
い
流
水

型
の
川
辺
川
ダ
ム
が
完
成
す

る
方
向
で
進
め
ら
れ
て
お

り
、
安
心
し
て
生
活
で
き
る

球
磨
村
が
出
来
上
が
っ
て
い

く
の
か
と
思
う
。

Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
進
歩
に

よ
る
デ
ジ
タ
ル
・
ト

ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ

ン
（
Ｄ
Ｘ
）
の
推
進
に
つ

い
て
、住
民
に
対
し
、特
に
、

高
齢
者
に
対
す
る
支
援
と

し
て
、
ど
の
よ
う
な
環
境

整
備
を
行
お
う
と
し
て
い

る
の
か
。自

治
体
の
Ｄ
Ｘ
推
進

に
関
し
て
は
、
窓
口

サ
ー
ビ
ス
の
向
上
と
業
務
効

率
化
を
図
る
こ
と
が
求
め
ら

れ
て
い
る
。
電
子
申
請
を
活

用
し
、「
行
か
な
い
窓
口
」「
書

か
な
い
窓
口
」
な
ど
を
推
進

す
る
。
高
齢
者
な
ど
デ
ジ
タ

ル
技
術
に
不
慣
れ
な
人
も

サ
ー
ビ
ス
を
等
し
く
利
用

で
き
る
よ
う
に
支
援
し
て

行
く
。

問

次
年
度
に
向
け
て
は
、
場
所
や
回
数
を

検
討
。
で
き
る
だ
け
毎
年
実
施
し
た
い

宮本　宣彦 議員

村
政
座
談
会
の
来
年
度
、

　
　
　
　
そ
の
後
の
実
施
は

問

国
、
県
と
連
携
を
図
り
、
対
応
が
必
要

な
ら
ば
引
き
続
き
県
へ
の
要
望
を
し
て
い
く

県
道
15
号
線
Ｊ
Ｒ

ガ
ー
ド
下
の
改
良

の
計
画
に
は
、
宮
園
地
区

の
宅
地
か
さ
上
げ
、
県
道

か
さ
上
げ
の
改
良
が
入
っ

て
い
な
い
が
、
ど
う
考
え

て
い
る
の
か
。

友
尻
地
区
の
Ｊ
Ｒ

肥
薩
線
園
子
谷
橋

梁
に
お
い
て
は
、
県
道
が
橋

梁
の
下
を
通
過
す
る
、
い

わ
ゆ
る
ア
ン
ダ
ー
パ
ス
で
、

川
が
氾
濫
す
る
た
び
に
県

道
が
冠
水
し
、
長
年
の
課

題
と
な
っ
て
い
る
。
今
般
、

友
尻
・
宮
園
地
区
に
お
い

て
は
国
、
県
に
よ
り
宅
地

か
さ
上
げ
が
行
わ
れ
る
が
、

園
子
谷
橋
梁
の
下
の
部
分

に
つ
い
て
は
、
車
高
制
限

の
確
保
が
必
要
と
い
う
理

由
か
ら
、
対
策
が
行
わ
れ

な
い
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。

去
る
10
月
28
日
に
、
村
と

議
会
の
合
同
で
熊
本
県
に

冠
水
対
策
の
要
望
を
行
い
、

現
在
の
と
こ
ろ
県
か
ら
の

回
答
は
な
い
が
、
宮
園
地

区
の
宅
地
か
さ
上
げ
事
業

の
説
明
会
の
際
に
は
、
ア

ン
ダ
ー
パ
ス
の
解
消
に
向

け
て
検
討
中
と
の
説
明
が

あ
っ
て
い
る
。

議
会
で
も
委
員
会

を
開
き
、
陸
橋
の
現

地
視
察
等
を
行
い
な
が
ら
、

考
え
ら
れ
る
ル
ー
ト
案
と

し
て
２
案
を
地
元
国
会
議

員
に
９
月
３
日
に
要
望
に

行
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
そ

の
後
９
月
14
日
に
は
沖
鶴

橋
、
大
瀬
橋
の
現
地
視
察

の
際
に
、
一
勝
地
ガ
ー
ド
下

の
現
地
を
国
交
省
、県
、村
、

議
会
、
地
元
の
国
会
議
員
、

県
会
議
員
と
視
察
し
て
賛

同
を
い
た
だ
き
、
ど
う
に

か
し
よ
う
と
い
う
こ
と
で

あ
っ
た
。

　

そ
の
ル
ー
ト
案
①
と
し

て
、
球
磨
橋
か
ら
直
進
し
、

Ｊ
Ｒ
を
踏
切
で
横
断
す
る
、

ま
た
は
陸
橋
で
横
断
す
る
。

ル
ー
ト
案
②
と
し
て
、
Ｊ

Ｒ
山
手
側
の
現
在
の
迂
回

路
を
Ｊ
Ｒ
路
線
の
高
さ
で

進
み
、
宮
園
の
一
勝
地
橋

付
近
に
降
り
る
ル
ー
ト
は

い
か
が
か
。

専
門
家
に
よ
っ
て

し
っ
か
り
考
え
て

い
た
だ
い
て
い
る
。
Ｊ
Ｒ
の

線
路
を
ま
た
ぐ
な
り
、
通

る
な
り
し
な
け
れ
ば
い
け

な
い
の
で
、
そ
こ
は
慎
重

に
や
っ
て
い
か
な
け
れ
ば

い
け
な
い
と
思
っ
て
い
る
。

嶽本　孝司 議員

県
道
の
か
さ
上
げ
・
宅
地
か
さ
上
げ
に

　
つ
い
て
の
村
の
方
向
性
、
対
応
は

村
長 問

問

村
長

村
長

問

問

村
長

村
長

村
長

村長

村長
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営
農
座
談
会
の
結
果
等
を
反
映
し
、
集
落
の

合
意
を
図った
上
で
公
表
す
る
予
定

令
和
５
年
４
月
に

「
人
・
農
地
プ
ラ
ン
」

が
法
定
化
さ
れ
、
地
域
や
座

談
会
を
通
し
て
目
指
す
べ

き
将
来
の
農
地
利
用
の
姿

を
明
確
化
す
る
「
地
域
計

画
」
を
策
定
す
る
こ
と
と

な
っ
た
が
、
進
捗
状
況
は
。

地
域
計
画
は
令
和

７
年
３
月
末
が
策

定
期
限
と
な
っ
て
お
り
、
村

で
は
10
月
に
営
農
座
談
会

を
開
催
し
た
と
こ
ろ
。
結
果

等
を
目
標
地
図
に
反
映
し
、

集
落
の
合
意
形
成
を
図
っ

た
上
で
公
表
す
る
予
定
。

基
盤
整
備
は
村
が

あ
る
程
度
主
体
的

に
押
し
進
め
な
い
と
集
積

化
も
図
れ
ず
、
耕
作
者
の
確

保
、
担
い
手
の
確
保
も
で

き
な
い
と
思
う
が
、
今
後
、

残
す
べ
き
農
地
と
、
支
援

と
し
て
省
く
べ
き
農
地
の

判
断
は
し
て
い
る
の
か
。

村
と
し
て
ど
う
い

う
支
援
が
で
き
る

の
か
、
村
が
や
っ
て
い
か

な
け
れ
ば
い
け
な
い
部
分
、

こ
れ
か
ら
の
維
持
管
理
、
例

え
ば
棚
田
な
ど
村
の
支
援

が
必
要
に
な
る
と
き
が
来

た
の
か
な
と
考
え
て
い
る
。

部
活
動
の
地
域
移

行
に
つ
い
て
、
地
域

移
行
後
は
外
部
の
部
活
動

指
導
員
が
行
う
が
、
村
が

目
指
す
今
後
の
方
向
性
は
。

９
月
か
ら
土
日
の

部
活
動
を
地
域
部

活
動
と
し
て
開
始
し
た
が
、

指
導
の
中
心
は
学
校
教
職

員
に
限
ら
れ
て
お
り
、
地

域
登
録
者
の
参
加
は
こ
れ

か
ら
。
住
民
の
理
解
を
深

め
、
併
せ
て
指
導
者
登
録

を
促
進
す
る
こ
と
を
目
的

に
広
報
紙
な
ど
で
周
知
に

努
め
て
い
る
。

現
状
で
、
今
掲
げ

て
い
る
理
想
的
な

地
域
移
行
が
果
た
し
て
実

現
で
き
る
の
か
。

希
望
す
る
先
生
方

が
活
動
を
や
っ
て

い
て
、
２
割
ほ
ど
し
か
手

を
挙
げ
て
い
な
い
現
状
が

あ
り
、
清
流
学
園
で
は
総

合
文
化
部
も
立
ち
上
げ
た

と
こ
ろ
。
専
門
に
や
っ
て

い
る
方
に
直
接
協
力
依
頼

を
し
、
指
導
し
て
い
た
だ

く
と
い
う
こ
と
で
進
め
て

い
く
。

髙澤　康成 議員

将
来
の
農
地
利
用
の
姿
を
明
確
化
す
る

「
地
域
計
画
」
の
進
捗
状
況
は

　
球
磨
村
議
会
で
は
、
令
和
５
年
度
よ
り
議
会

活
性
化
特
別
委
員
会
に
お
い
て
業
務
の
効
率

化
、
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
を
図
り
、
議
員
と
執
行

部
の
情
報
共
有
を
円
滑
に
す
る
た
め
、
タ
ブ

レ
ッ
ト
端
末
を
活
用
し
た
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
会
議

シ
ス
テ
ム
の
導
入
を
検
討
し
て
き
ま
し
た
。

　
こ
の
度
、
令
和
６
年
12
月
定
例
会
よ
り
紙
と

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
の
併
用
で
の
試
行
を
開
始

し
、
３
月
議
会
か
ら
本
格
的
な
運
用
を
開
始
し

ま
す
。

　

１
月
23
日
、
議
会
活
性
化
特
別
委
員
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
回
の
委
員
会
で
は
、
定
数
削
減
を
含
め

た
適
正
な
議
員
定
数
を
議
題
と
し
、
令
和
２

年
７
月
豪
雨
災
害
以
降
か
ら
人
口
減
少
が
進

ん
で
い
る
こ
と
や
、
な
り
手
不
足
の
解
消
、

議
員
活
動
の
充
実
や
明
確
化
な
ど
総
合
的
に

判
断
し
、
議
員
定
数
の
削
減
、
見
直
し
を
協

議
し
ま
し
た
。

　
今
後
、
村
議
会
議
員
選
挙
の
１
年
前
と
な

る
令
和
７
年
３
月
定
例
会
に
お
い
て
、
条
例

改
正
案
を
提
案
、
可
決
後
、
議
員
定
数
の
決

定
と
な
る
見
込
み
で
す
。

ペ
ー
パ
ー
レ
ス
会
議
シ
ス
テ
ム
の
導
入

球磨村議会活性化特別委員会報告
議
員
定
数
に
つ
い
て

本会議の運営にタブレット端末を導入

村長
問村

長問

村
長問教

育
長

問教
育
長

議員定数の変遷
条例制定日 議員定数 人口

（4月1日現在）
昭和44年9月30日改正 16人 9,373人
平成3年9月24日改正 14人 6,304人
平成17年9月16日改正 12人 5,074人
平成21年12月18日改正 11人 4,675人
平成25年3月15日改正 10人 4,263人
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国
会
議
員
へ
の
要
望
活
動
・

県
へ
の
要
望
書
を
提
出

　
令
和
６
年
９
月
３
日
、
国
会
議
員
へ
の

要
望
活
動
を
行
い
、
金
子
恭
之
衆
議
院
議

員
、
松
村
祥
史
国
家
公
安
委
員
会
委
員
長
、

馬
場
成
志
参
議
院
議
員
の
３
名
へ
村
議
会

か
ら
の
要
望
書
を
手
渡
し
、
豪
雨
災
害
か

ら
の
早
期
復
旧
と
復
興
に
係
る
財
政
支
援

を
要
望
し
て
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
こ
の
要
望
書
の
中
で
「
一
勝
地

地
域
の
か
さ
上
げ
に
併
せ
た
県
道
の
付
け

替
え
に
関
す
る
要
望
」
に
つ
い
て
は
、
９

月
14
日
の
八
代
復
興
事
務
所
の
沖
鶴
橋
現

地
視
察
の
際
に
、
国
、
県
、
金
子
議
員
ら

と
と
も
に
Ｊ
Ｒ
肥
薩
線
園
子
谷
橋
梁
下
の

現
場
視
察
を
行
い
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
10
月
28
日
に
は
執
行
部
と
と

も
に
熊
本
県
に
対
し
て
、
村
民
が
安
心
し

て
通
行
で
き
る
よ
う
に
線
路
と
の
立
体
交

差
や
バ
イ
パ
ス
の
整
備
な
ど
の
冠
水
対
策

の
着
実
な
実
施
を
求
め
る
要
望
書
を
提
出

し
ま
し
た
。

坪
井
川
遊
水
地
、
白
銀
川
調
整
池
を

執
行
部
と
視
察

　
令
和
６
年
11
月
27
日
、
執
行
部
と
と
も

に
熊
本
市
の
坪
井
川
遊
水
地
と
大
牟
田
市

の
白
銀
川
調
整
池
の
現
地
視
察
を
行
い
ま

し
た
。

　
視
察
に
は
、
八
代
河
川
国
道
事
務
所
流

域
治
水
課
及
び
熊
本
県
も
同
行
し
、
熊
本

市
、
大
牟
田
市
の
担
当
部
局
よ
り
説
明
を

受
け
た
後
、
現
地
を
視
察
し
ま
し
た
。

　
そ
れ
ぞ
れ
規
模
の
異
な
る
遊
水
地
の
事

業
費
、
整
備
内
容
、
公
園
の
運
営
管
理
方

法
等
に
つ
い
て
担
当
者
か
ら
説
明
を
受

け
、
そ
の
後
現
地
を
視
察
し
ま
し
た
が
、

今
後
、
本
村
で
整
備
す
る
遊
水
地
で
の
事

業
内
容
、
管
理
運
営
を
考
え
る
上
で
、
大

変
有
意
義
な
視
察
と
な
り
ま
し
た
。

球磨川の増水で冠水した県道 15 号ＪＲガード下 宅地整備が進む渡地区　塚の丸

要
望
書
に
添
付
し
た
写
真

管理棟での担当者の説明

遊水地内の公園を歩いて視察
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子ども議会を開催
　令和６年 11 月 26 日、未来を担う子どもたちが
復旧・復興に向けたむらづくりや地域の問題、教育
環境等について学習し、未来の球磨村について考え
る機会とすることを目的として、球磨村中学生子ど
も議会が開催されました。
　球磨清流学園の９年生が議長及び議員役となり、
「球磨村の未来を考える」をテーマに質問し、村長
や担当課長が真摯に答弁を行いました。

【子ども議会とは】
　球磨村の将来を担う子どもたちに村政に対
する関心を持ってもらおうというものです。
　村政に対する要望や質問を発表することを
通して球磨村の将来のあり方を考える主権者
としての意識を育てる事を目的としています。
　また、子どもの視点からの意見を今後の村
政に反映していきます。

 1班　高齢者福祉 　〈永椎　南実・長船　拳志郎・毎床　優月・遠原　悠斗〉　　　
①ふれあいサロンなどの取組みは、どんな年齢層の方がどのくらい各地域で来られていますか。　　
②子どもから高齢者まで触れ合える場所を提案します。　　　　
③移動販売の取り組みを行っていらっしゃいますが、沢山の人が来れるように土曜日や日曜日の移動販

売するのはどうですか。
 ２班　球磨村の観光 　〈岩崎　明生・中園　柚朱・境目　奏那・齊藤　紬〉

①観光客数と主なアクセス手段を教えてください。
②観光客が多く訪れる観光スポットや体験活動は何ですか？
③海外からの観光客へ向けてどのような取り組みを行っていますか？
④観光客数を増やすために、看板等の設置で道をわかりやすくし、大型バス等でもアクセスできるよう

に道路の整備をし、道幅や、段差をなくすなどをするべきだと思います。
　また、「かわせみ」を活かした温泉、料理の提供をするのはどうですか？

 3班　球磨村の産業 　〈松野　真与・西門　留奈・大黒　優月・毎床　さくら〉
①球磨村の現状として第三次産業は増加傾向にありましが、第一次・第二次産業は減少傾向にあります。

何か対策はしてありますか。
②ふるさと納税では、いくらの収入がありますか。
③球磨村の特産品を使ったレトルト食品を提案します。
④球磨村の復興は進んでいますが、災害時の避難に使用する道路は整備されているのでしょうか。また、

避難所への看板設置などを提案します。
 ４班　少子化対策 　〈日當　永絆・舟戸　あいり・水篠　聖良・友尻　玲勇〉

①令和２年の「球磨村まち・ひと・しごと創生総合戦略」には、コミュニティバス運行を充実します、
と書かれていますが、コミュニティバスの利用者は充実しているのでしょうか。

②球磨村のコミュニティバスを高等学校へ登校する際、使用するのはどうか。
③出生時祝金を10万円から20万円に上げてはどうか。
④公園など子どもが遊べる場所を作ってはどうか。

一般質問の内容
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■球磨村世帯数：1,184世帯　■人口：2,639人　男：1,271人　女：1,368人（令和7年2月１日現在）
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球磨清流学園
８年生

球磨清流学園
８年生

上蔀　魁晟さん
　９年生に向けて、より最上級生としての意識
を高めていきます。そのために、提出物など当
たり前のことをきちんと取り組み、みんながト
イレのスリッパを並べたり、大きな声であいさ
つをしたり球磨清流学園の手本になるように取
り組んでいく。

坂田　苺椛さん
　９年生に向けて、学級のみんなが
より自分から行動し、下級生をまと
めることができるように、たくさん
交流して、仲を深めていきたい。

球磨清流学園８年生は２８人です。来年から９年生。先輩方の伝統を受け継ぎ、よりよい
球磨清流学園にしていけるように考えを出し合っています。また、行事にいつも燃え、
一生懸命に取り組む学年です。これからも２８人で一致団結して、学校を引っ張って
いってくれると思います。 8年生担任　木本　龍真 先生

12くまむら議会だより　第116号
令和７年2月25日発行


